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neural cell adhesion molecule（NCAM）、Ⅳ型細胞には Jacalin をそれぞれ用いた。さらに、変性過程における味蕾
細胞数の変遷についても検討した。 
［材料と方法］ 
 実験動物として 200～250 g の雄性 Sprague-Dawley 系ラットを用いた。 
⑴ 舌咽神経切断 




した後、ss-DNA 抗体を用いて ABC 法を行い、続いて細胞タイプのマーカーとして Gust、PLCβ2、NCAM、Jacalin
のいずれかを用い、味蕾のマーカーとして Ulex Europeanus Agglutinin-I（UEA-I）、さらに DAPI を用いて多重染
色を施した。 
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［結果］ 
⑴ 正常動物におけるアポトーシス 
 味蕾内に ss-DNA 陽性細胞が散見され、味蕾細胞全体の 5.1％が ss-DNA 陽性であった。これら ss-DNA 陽性細胞
のうち 15.5％が Gust 陽性を示し、21.5％が PLCβ2 陽性を示したが、NCAM および Jacalin 陽性を示すものは認め
られなかった。 
⑵ 舌咽神経切断後の味蕾細胞数の変化 
 正常動物において、切片上での味蕾一個あたり 31.9 個であった。神経切断後１日目では 31.3 個であるが、切断後
２日目になると 21.6 個に減少し、３日目では 15.9 個になり味蕾消失へ向かっていた。 
⑶ 舌咽神経切断後のアポトーシス 
 切断後１日目では、ss-DNA 陽性細胞数が著しく増加し味蕾細胞全体の 10.0％となった。そのうち、Gust 陽性を
示すものは 23.1％、PLCβ2 陽性は 29.6％、NCAM 陽性は 7.6％、Jacalin 陽性は 14.5％であった。切断後２日目で
は、ss-DNA 陽性細胞は 10.1％となった。そのうち、Gust 陽性を示すものは 24.8％、PLCβ2 陽性は 28.7％、NCAM
陽性は 6.2％、Jacalin 陽性は 12.9％であった。切断後３日目では、ss-DNA 陽性細胞は２日目より減少し 9.0％とな
り、味蕾の変性が表出し、大きさも小さくなった。ss-DNA 陽性細胞のうち、Gust 陽性を示すものは 18.9％、PLC













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、ラット有郭乳頭味蕾における正常および支配神経切断後の変性過程における細胞型とアポトーシスとの
関連について検討した。その結果、正常動物ではⅡ型細胞にアポトーシスが認められⅢ型およびⅣ型細胞にはアポト
ーシスは認められなかった。これらから、味蕾細胞の分化様式はⅣ型細胞からⅠ型細胞あるいはⅢ型細胞に分化し、
さらにⅢ型がⅡ型に分化することが示唆された。また、神経切断後の味蕾変性過程においてはすべての細胞型がアポ
トーシスを起こすことがわかった。 
 以上の研究結果は、味蕾におけるアポトーシスと細胞型に関する重要な知見を与えるものであり、博士（歯学）の
学位を授与するに値するものと認める。 
